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『
向
姓
家
譜
』（
和
宇
慶
家
）
に
つ
い
て
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　『
向
姓
家
譜
』（
和
宇
慶
家
）
は
、
令
和
三
年
度
に
和
宇
慶
朝
秀
氏
よ
り
当
館
へ

寄
贈
さ
れ
た
。『
氏
集 

首
里
那
覇
』（
注
１
）
の
五
番
―

五
三
六
に
当
た
る（
注
２
）。

ま
た
、
本
資
料
と
同
時
に
、
前
掲
の
『
氏
集 
首
里
那
覇
』
の
一
番
―

二
六
に
当
た

る
『
向
姓
家
譜
』（
内
間
家
）
も
寄
贈
さ
れ
た
（
注
３
）。
ど
ち
ら
も
、
那
覇
市
に
よ

る
家
譜
収
集
事
業
に
お
い
て
実
物
が
確
認
さ
れ
、
那
覇
市
の
『
家
譜
目
録
』（
注

４
）
に
情
報
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
『
家
譜
目
録
』
で
は
、
所
蔵
者
が
「
和
宇

慶
朝
隆
」
氏
と
な
っ
て
い
る
。
朝
秀
氏
に
よ
る
と
、
朝
隆
氏
は
元
高
校
教
師
で
、

長
年
に
渡
っ
て
和
宇
慶
門
中
を
管
理
し
て
い
た
人
物
と
い
う
。
ま
た
、
和
宇
慶
家

の
本
家
は
戦
前
に
は
那
覇
に
住
ん
で
い
た
そ
う
で
あ
る
。
和
宇
慶
門
中
の
十
一
世
・

朝
房
（
戦
後
は
朝
蒲
と
名
乗
る
）
は
戦
時
中
、
和
宇
慶
家
と
内
間
家
の
両
方
の
家

譜
を
腹
に
巻
い
て
戦
禍
を
逃
れ
、
親
戚
筋
を
頼
り
な
が
ら
、
戦
後
に
現
在
の
う
る

ま
市
（
旧
具
志
川
市
）
米
原
に
住
ん
だ
。
そ
の
後
、
和
宇
慶
門
中
を
管
理
し
て
い

た
朝
隆
氏
に
家
譜
を
託
し
た
と
い
う
。
朝
隆
氏
は
今
か
ら
十
年
以
上
前
に
亡
く

な
っ
た
が
、
亡
く
な
る
前
に
、
家
譜
の
原
本
は
県
立
博
物
館
に
寄
贈
し
て
ほ
し
い
、

と
遺
言
の
よ
う
に
話
し
て
い
た
そ
う
で
あ
る
。

　
な
お
、
朝
隆
氏
は
、『
向
氏 

和
宇
慶
門
中 

先
祖
を
訪
ね
る
』（
注
５
）
を
著
し
て

い
る
。
先
祖
が
守
っ
て
き
た
『
向
姓
家
譜
』（
和
宇
慶
家
）
を
一
九
九
五
年
に
印
刷

発
行
し
、
そ
の
上
で
、
家
譜
の
解
説
と
系
図
の
現
代
版
、
門
中
の
歩
み
を
執
筆
編

集
し
た
こ
と
が
序
文
に
記
さ
れ
て
い
る
。
著
し
く
発
展
し
た
物
の
豊
か
さ
の
一
方
、

心
の
豊
か
さ
や
よ
り
ど
こ
ろ
と
な
る
べ
く
、
先
輩
た
ち
が
戦
後
す
ぐ
か
ら
復
活
さ

せ
た
門
中
諸
行
事
と
養
っ
て
き
た
血
族
意
識
を
記
録
し
、
持
続
し
て
ほ

し
い
願
い
も
込
め
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
和
宇
慶
家
を
知
る
上
で

欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
図
書
で
あ
る
。
本
書
も
朝
秀
氏
の
ご
厚
意
で

家
譜
資
料
と
同
じ
く
当
館
に
寄
贈
さ
れ
た
。

 

ま
ず
は
、『
向
姓
家
譜
』（
和
宇
慶
家
）
に
つ
い
て
紹
介
す
る
。
世
系
図

に
「
首
里
之
印
」
の
朱
方
印
が
押
さ
れ
た
家
格
護
の
家
譜
で
あ
る
。
元

祖
（
立
口
）
が
第
二
尚
氏
王
統
の
八
代
目
・
尚
豊
王
の
長
男
で
あ
り
、

一
六
三
一
年
に
二
十
歳
で
早
逝
し
た
尚
恭
（
浦
添
王
子
朝
良
）
の
娘
・
浦

添
翁
主
（
童
名
・
思
乙
金
）
の
長
男
・
朝
式
の
次
男
・
朝
寓
（
浦
添
翁
主

の
孫
）
で
あ
る
。
本
家
筋
の
家
譜
（
注
６
）
に
は
、
朝
式
の
次
男
・
朝
寓

（
唐
名
は
大
典
）
か
ら
始
ま
る
家
譜
が
別
に
有
る
と
記
さ
れ
て
い
る
。
そ

の
た
め
朝
寓
は
三
世
の
位
置
づ
け
と
な
り
（
注
７
）、
そ
の
後
、
九
世
ま

で
系
図
に
記
録
さ
れ
た
。

　
朝
寓
は
尚
貞
王
代
の
一
六
七
五
年
に
生
ま
れ
、
尚
敬
王
代
の

一
七
四
一
年
に
亡
く
な
っ
て
い
る
。
尚
貞
王
代
の
一
六
九
三
年
、
尚

貞
王
の
孫
で
あ
る
佐
敷
王
子
（
後
の
尚
益
王
）
に
従
っ
て
上
国
し
、
米

御
倉
筆
者
・
当
職
を
経
て
、
尚
益
王
代
に
は
那
覇
や
慶
良
間
島
の
唐

船
勤
番
を
勤
め
た
。
尚
敬
王
代
の
一
七
一
四
年
に
国
頭
間
切
の
在

番
、
一
七
一
九
年
の
冊
封
使
来
琉
の
際
に
は
王
城
を
清
掃
す
る
役
目
、

一
七
二
四
年
に
石
奉
行
、
一
七
三
三
年
に
首
里
横
目
、
同
年
伊
江
島
、

翌
年
に
は
伊
平
屋
島
で
帰
唐
船
迎
横
目
を
担
っ
た
。
一
七
三
五
年
に
は

国
頭
間
切
の
辺
野
喜
湊
勤
番
と
な
っ
た
。
こ
れ
は
、
違
法
に
切
り
出
さ

れ
て
い
た
樫
木
（
チ
ャ
ー
ギ
）
の
湊
か
ら
の
積
み
出
し
（
密
売
）
を
取
り

締
ま
る
た
め
、
辺
野
喜
等
の
七
ヵ
所
の
湊
に
配
属
さ
れ
た
役
職
で
あ
る

（
注
８
）。
そ
の
後
、
一
七
四
〇
年
に
御
番
頭
と
な
っ
た
が
、
翌
年
逝
去

し
た
。

　
三
世
・
朝
寓
の
長
男
で
あ
る
四
世
・
朝
芳
は
、
里
之
子
に
叙
せ
ら
れ

て
い
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
規
則
に
則
っ
て
、
一
七
三
〇
年
に
黄
冠

（
里
之
子
親
雲
上
）
に
叙
せ
ら
れ
て
い
る
。
朝
芳
の
母
も
室
（
妻
）
も
無

系
の
出
身
で
あ
る
。
こ
れ
か
ら
す
る
と
、
朝
芳
は
母
の
元
で
無
系
の
身

分
と
し
て
育
っ
た
後
に
認
知
さ
れ
た
こ
と
が
推
測
で
き
る
（
注
９
）。
翌
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年
三
十
六
歳
で
亡
く
な
っ
た
。
次
男
の
朝
興
は
、
一
七
二
五
年
に
父
親
と
同
じ
米

蔵
筆
者
、
一
七
二
八
年
に
は
系
図
座
加
勢
（
臨
時
職
）
を
勤
め
た
。
そ
の
後
、
納

殿
筆
者
、
国
頭
間
切
安
波
湊
勤
番
を
勤
め
た
が
、
四
十
二
歳
で
亡
く
な
っ
た
。
三

男
の
朝
許
は
元
服
後
に
五
年
ほ
ど
で
亡
く
な
っ
た
。

　
四
世
・
朝
芳
の
長
男
で
あ
る
五
世
・
朝
雅
は
一
七
五
三
年
に
元
服
し
た
尚
穆
王

の
大
慶
に
よ
っ
て
若
里
之
子
に
叙
さ
れ
、
一
七
七
三
年
に
は
黄
冠
に
叙
さ
れ
た
が
、

何
か
の
役
職
に
就
い
た
記
録
は
な
い
。

　
五
世
・
朝
雅
の
長
男
の
六
世
・
朝
亮
に
「
和
宇
慶
里
之
子
親
雲
上
」
と
あ
る
。

こ
の
人
物
か
ら
和
宇
慶
を
称
す
る
こ
と
に
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
の
理
由
は

明
記
さ
れ
て
い
な
い
。
今
回
寄
贈
さ
れ
た
『
向
氏 

和
宇
慶
門
中 

先
祖
を
訪
ね
る
』

で
は
、
和
宇
慶
門
中
で
は
こ
の
頃
に
田
舎
下
り
を
し
て
い
た
と
い
う
話
が
掲
載
さ

れ
て
い
る
。
朝
亮
は
一
七
七
八
年
に
中
城
御
殿
庫
理
大
屋
子
と
な
り
黄
冠
に
叙
せ

ら
れ
た
が
、
二
年
後
に
亡
く
な
っ
た
。
四
男
の
六
世
・
朝
英
は
一
八
三
六
年
に
内

間
御
殿
御
番
と
な
り
、
当
座
敷
に
叙
せ
ら
れ
た
。
和
宇
慶
門
中
で
は
、
朝
英
が
現

在
の
う
る
ま
市
（
元
具
志
川
市
）
兼
箇
段
に
定
住
し
て
生
活
が
安
定
し
、
子
孫
が

続
い
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
後
の
人
物
達
に
何
か
の
役
職
に
就
い
た
記
録
が

無
い
ま
ま
、
尚
泰
王
代
の
一
八
七
四
年
の
記
事
を
最
後
に
書
き
継
が
れ
て
い
な
い
。

本
家
譜
の
題
箋
・
表
紙
・
裏
表
紙
は
後
補
で
あ
る
。
た
だ
し
表
紙
の
茶
紙
に
貼
ら

れ
た
和
紙
は
毛
羽
立
っ
て
お
り
、
家
譜
の
一
部
だ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
ま
た
、

本
紙
は
和
綴
で
、
こ
よ
り
に
は
部
分
的
に
墨
が
見
え
る
た
め
反
故
紙
が
使
わ
れ
て
い

る
か
も
し
れ
な
い
。
こ
の
和
綴
じ
の
上
か
ら
白
糸
で
四
ツ
目
綴
じ
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
寄
贈
者
の
朝
秀
氏
に
よ
る
と
、
系
図
中
に
あ
る
屋
号
名
の
エ
ン
ピ
ツ
書
き

等
は
朝
隆
氏
に
よ
る
だ
ろ
う
と
の
こ
と
だ
っ
た
。
シ
ミ
や
墨
汚
れ
も
あ
る
が
、
比

較
的
状
態
は
良
好
で
あ
る
。
法
量
は
縦
二
九
．
七
㎝
、
横
二
〇
．
五
㎝
、
厚
さ
二
．

二
㎝
。
本
紙
は
八
九
紙
。

　
あ
わ
せ
て
、『
向
姓
家
譜
』（
内
間
家
）
に
つ
い
て
も
概
略
を
紹
介
し
た
い
。
記
載

内
容
は
『
那
覇
市
史
』
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
た
め
、
こ
こ
で
は
省
略
す
る
（
注
１０
）。

　
元
祖
（
立
口
）
は
第
二
尚
氏
王
統
の
三
代
目
・
尚
真
王
の
長
男
で
あ
る
尚
維
衡

浦
添
王
子
朝
満
の
四
世
（
ひ
孫
）・
羽
地
按
司
朝
安
の
次
男
で
あ
る
五
世
・
勝
連

按
司
朝
盈
で
あ
る
。
朝
安
は
王
府
の
摂
政
を
務
め
た
羽
地
朝
秀
の
祖
父
に
あ
た

り
、
朝
盈
は
羽
地
朝
秀
の
叔
父
で
あ
る
。
こ
の
羽
地
朝
秀
の
弟
・
朝
賢
が
、
叔
父

で
あ
る
朝
盈
の
養
子
と
な
り
、
浦
添
翁
主
（
思
乙
金
）
と
結
婚
し
た
。
そ
の
長
男
で

あ
る
朝
式
が
浦
添
翁
主
を
元
祖
（
立
口
）
と
す
る
浦
添
按
司
家
（
後
の
高
嶺
御
殿
）
を

継
い
で
い
る
。
勝
連
家
は
、
六
世
・
朝
賢
と
継
室
と
の
間
に
誕
生
し
た
子
ど
も
た
ち

が
継
い
で
お
り
、
本
家
譜
で
そ
の
子
孫
の
経
歴
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。

　
な
お
、
紀
録
は
五
世
・
朝
盈
か
ら
始
ま
る
一
方
、
本
来
は
あ
っ
た
は
ず
の
系
図
の

前
半
部
分
が
ほ
と
ん
ど
欠
け
て
お
り
「
首
里
之
印
」
の
押
印
面
も
無
く
、
九
世
・
朝

陳
の
ペ
ー
ジ
以
降
は
九
世
・
朝
昆
か
ら
十
世
・
長
女
眞
松
の
ペ
ー
ジ
ま
で
と
な
っ
て

い
る
。
た
だ
、
紀
録
の
記
載
は
八
世
・
朝
紀
か
ら
続
く
十
一
世
・
朝
長
ま
で
で
あ
り
、

最
終
丁
も
袋
綴
じ
の
中
央
で
破
れ
て
半
丁
分
し
か
残
っ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
紀
録

も
後
欠
と
な
っ
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。
五
世
の
朝
盈
か
ら
七
世
の
朝
睦
ま
で
は
按

司
ク
ラ
ス
で
あ
り
、
国
王
の
周
辺
や
王
府
の
中
枢
に
近
い
立
場
で
政
治
・
行
政
に
関

わ
っ
て
い
た
人
物
の
記
事
が
豊
富
に
あ
る
（
注
１１
）。
特
に
、
六
世
・
朝
賢
の
四
男

で
あ
る
七
世
・
朝
睦
の
紀
録
に
は
多
く
の
特
記
事
項
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

　
そ
の
中
で
当
館
と
関
わ
り
の
深
い
二
つ
の
事
項
を
紹
介
し
た
い
。
一
つ
目
は
、
当

館
所
蔵
の
国
の
重
要
文
化
財
で
あ
る
『
混
効
験
集
』
に
関
す
る
こ
と
で
あ
る
。
朝
睦

は
、
一
七
〇
八
年
に
内
裏
言
語
及
び
女
官
糺
奉
行
に
任
ぜ
ら
れ
て
い
る
。
内
裏
言

語
（
言
葉
）
と
は
、
王
府
の
宮
廷
語
で
あ
り
、
一
七
一
一
年
に
編
集
さ
れ
た
『
混
効

験
集
』（
乾
坤
二
巻
）
の
本
来
の
呼
称
で
あ
る
。『
混
効
験
集
』
の
完
成
前
年
に
は
東

風
平
間
切
世
名
城
の
地
頭
職
に
転
任
し
て
松
村
按
司
と
な
っ
た
た
め
、
当
館
所
蔵
の

『
混
効
験
集
』
に
は
編
集
に
関
わ
っ
た
人
物
と
し
て
「
奉
行 

松
村
按
司
」
と
記
さ
れ
て

い
る
。
女
官
糺
奉
行
と
し
て
は
、
王
府
の
女
官
の
名
称
や
職
掌
に
つ
い
て
記
し
た

『
女
官
御
双
紙
』
の
編
集
に
関
わ
っ
た
。
二
つ
目
は
、
同
じ
く
当
館
所
蔵
の
国
の
重

要
文
化
財
で
あ
る
尚
家
本
の
『
お
も
ろ
さ
う
し
』
に
関
す
る
こ
と
で
あ
る
。
朝
睦
は
、

一
七
〇
九
年
の
首
里
城
火
災
に
お
い
て
焼
失
し
た
「
神
歌
御
双
紙
」
を
翌
年
二
二
冊

に
清
書
し
完
成
さ
せ
た
。
そ
の
責
任
者
が
朝
睦
で
あ
り
、
中
取
（
部
下
）
に
和
氏
座

間
味
親
雲
上
景
典
と
真
氏
津
覇
親
雲
上
実
昌
、
方
氏
立
津
親
雲
上
嘉
瑞
が
い
た
と
記

さ
れ
て
い
る
。
こ
の
時
完
成
さ
れ
た
も
の
が
、
当
館
所
蔵
の
尚
家
本
『
お
も
ろ
さ
う

し
』
で
あ
る
。
第
二
二
の
二
五
丁
目
の
表
面
に
は
「
奉
行 

津
嘉
山
按
司
朝
睦
」
と
記

さ
れ
て
い
る
（
注
１２
）。

　
い
ず
れ
も
当
館
に
収
蔵
さ
れ
て
い
る
重
要
文
化
財
・
尚
家
本
『
お
も
ろ
さ
う
し
』

と
『
混
効
験
集
』
と
関
係
す
る
た
め
、
当
館
に
と
っ
て
大
変
貴
重
な
記
録
の
原
本
が

(2)
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今
回
寄
贈
さ
れ
た
こ
と
と
な
る
。

　
な
お
、
七
世
の
朝
睦
の
跡
目
は
四
男
の
朝
法
が
継
い
で
い
る
。
そ
の
後
の
子
孫

は
、
勝
連
間
切
神
谷
、
佐
敷
間
切
津
波
古
、
宜
野
湾
間
切
高
良
、
浦
添
間
切
屋
富

祖
の
各
地
の
地
頭
職
と
な
る
者
、
位
階
を
親
雲
上
の
座
敷
ま
で
上
げ
る
者
、
寺
社

奉
行
や
王
族
関
係
者
施
設
の
警
備
等
、
様
々
な
役
職
に
従
事
す
る
者
も
い
な
が
ら
、

脇
地
頭
家
と
し
て
継
続
し
た
。

　
た
だ
し
、『
氏
集 

首
里
那
覇
』
の
項
目
に
は
「
内
間
」
と
あ
り
、
ま
た
、
表
紙

と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
る
反
故
紙
に
は
「
内
間
親
雲
上
」
と
あ
る
。
し
か
し
、
本

家
譜
に
は
「
内
間
」
の
地
頭
職
に
な
っ
た
記
事
は
な
い
。
紀
録
に
あ
る
記
事
は

一
七
八
六
年
が
最
後
で
あ
る
が
、
前
述
の
と
お
り
、
家
譜
が
後
欠
と
な
っ
て
い
る

可
能
性
が
高
い
と
感
じ
ら
れ
る
。
和
宇
慶
朝
隆
氏
が
著
し
た
『
向
氏
和
宇
慶
門

中
先
祖
を
訪
ね
る
』
に
は
、
昭
和
十
年
頃
に
和
宇
慶
門
中
の
お
墓
を
首
里
平
良
に

建
立
し
、
本
家
筋
で
あ
る
高
嶺
御
殿
か
ら
勝
連
按
司
朝
盈
・
朝
賢
・
浦
添
按
司
朝

式
等
の
お
骨
を
移
葬
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、内
間
を
賜
っ

た
後
、
い
つ
な
の
か
不
明
だ
が
子
孫
が
途
絶
え
て
し
ま
い
、
家
譜
の
立
口
ら
が
移

葬
さ
れ
る
と
と
も
に
、
本
家
譜
が
和
宇
慶
家
に
伝
来
し
た
可
能
性
が
あ
る
と
思
わ

れ
る
。

　
な
お
、
本
家
譜
の
表
と
裏
に
は
、「
浦
添
親
方
」
の
名
で
記
さ
れ
た
覚
書
き
の
お

品
書
き
（
目
録
）
が
反
故
紙
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
る
。
反
故
紙
が
表
紙
に
代
用

さ
れ
、「
一
番
」「
向
姓
家
譜
小
宗
」「
内
間
親
雲
上
」
と
墨
書
き
さ
れ
て
い
る
。
一

方
、
裏
表
紙
に
は
、
破
れ
部
分
も
多
い
が
、
地
文
が
紗
綾
形
の
緞
子
に
梅
や
蝙
蝠
、

花
に
葉
か
蕾
の
浮
織
物
が
施
さ
れ
た
布
が
付
け
ら
れ
て
い
る
。
経
糸
に
茶
色
の
糸
、

緯
糸
に
茶
色
や
藍
色
の
糸
が
使
わ
れ
、
浮
織
に
黄
色
系
の
糸
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。

表
紙
は
ほ
ぼ
失
わ
れ
て
い
る
が
、
糸
綴
じ
の
一
部
に
同
様
の
布
片
が
挟
ま
っ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
同
じ
布
が
表
紙
・
裏
表
紙
と
も
に
施
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

法
量
は
縦
二
八
．
六
㎝
、
横
二
〇
．
三
㎝
、
厚
さ
一
．
三
㎝
。
本
紙
は
四
〇
紙
。

　
こ
の
度
、
和
宇
慶
朝
秀
氏
よ
り
寄
贈
さ
れ
た
二
冊
の
家
譜
は
、
ど
ち
ら
も
琉
球

王
国
史
を
示
す
貴
重
な
資
料
で
あ
る
。
当
館
に
収
蔵
さ
れ
た
こ
と
を
機
に
、『
向

姓
家
譜
』（
和
宇
慶
家
）
の
内
容
を
翻
刻
し
、
本
稿
で
紹
介
し
た
い
。

　『
向
姓
家
譜
』（
和
宇
慶
家
）
の
翻
刻
に
あ
た
っ
て
、
人
物
名
以
外
は
当
用
漢
字

に
改
め
る
よ
う
に
し
た
。
ま
た
、
後
世
に
書
き
足
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
文
字
に

つ
い
て
は
、
ゴ
シ
ッ
ク
体
を
用
い
た
。
な
お
、
本
資
料
の
翻
刻
に
あ
た
っ
て
、
当
館

の
田
名
真
之
館
長
に
は
、
不
明
の
文
字
や
記
事
全
般
の
こ
と
に
関
し
て
御
教
示
を
得

た
。
記
し
て
感
謝
の
意
を
表
し
た
い
。

（
注
１
）
那
覇
市
市
民
文
化
部
歴
史
博
物
館
『
氏
集 

首
里
那
覇
』
二
〇
〇
八
年

（
注
２
）『
氏
集 

首
里
那
覇
』
に
は
、「
元
祖
尚
恭
浦
添
王
子
朝
良
女
浦
添
翁
主
二
代

浦
添
按
司
朝
式
支
流
二
子
向
大
典
浦
添
里
之
子
親
雲
上
朝
寓 

向
氏 

和
宇

慶
里
之
子
親
雲
上
」
と
記
載
さ
れ
て
い
る
。

（
注
３
）『
氏
集 

首
里
那
覇
』
に
は
、「
元
祖
尚
維
衡
浦
添
王
子
朝
満
四
世
向
維
翰
羽

地
按
司
朝
安
支
流
二
男
向
國
昭
勝
連
按
司
朝
盈 

向
氏 

内
間
」
と
記
載
さ

れ
て
い
る
。

（
注
４
）
那
覇
市
『
家
譜
目
録
―

那
覇
市
市
史
編
集
室
蔵
―

』
那
覇
市
企
画
部
市
史

編
集
室 

一
九
七
八
年

（
注
５
）
和
宇
慶
朝
隆
『
向
氏 

和
宇
慶
門
中 

先
祖
を
訪
ね
る
』（
有
）
が
じ
ま
る
印

刷 

一
九
九
六
年

（
注
６
）
注
１
の
『
氏
集 

首
里
那
覇
』
に
記
載
さ
れ
て
い
る
五
番
―

四
七
九
に
当
た

る
向
姓
・
高
嶺
家
の
家
譜
。
那
覇
市
『
那
覇
市
史
』
資
料
篇
第
一
巻
七
家

譜
資
料
三
（
首
里
系
）（
一
九
八
二
年
）
に
家
譜
の
内
容
が
翻
刻
さ
れ
て
掲

載
さ
れ
て
い
る
。

（
注
７
）
一
世
が
浦
添
翁
主
、
二
世
が
長
男
の
朝
式
と
い
う
位
置
づ
け
と
な
る
。

（
注
８
）
『
沖
縄
文
化
史
料
集
成
五 

球
陽 

読
み
下
し
編
』（
角
川
書
店 

一
九
七
四
年
）
に

掲
載
さ
れ
て
い
る
尚
敬
二
十
三
年
（
一
七
三
五
年
）
「
始
め
て
山
奉
行
及

び
津
口
勤
番
を
各
処
に
設
く
」
と
関
連
す
る
。

（
注
９
）
田
名
真
之
館
長
の
指
摘
に
よ
る
。

（
注
１０
）
那
覇
市
『
那
覇
市
史
』
資
料
篇
第
一
巻
七
家
譜
資
料
三
（
首
里
系
）

（
一
九
八
二
年
）
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

（
注
１１
）
六
世
の
朝
賢
の
三
男
は
、
後
に
栢
堂
と
称
し
、
歌
人
と
し
て
琉
球
史
上
に

名
を
残
し
て
い
る
。

（
注
１２
）
朝
睦
は
、
一
七
一
二
年
に
旧
記
（
琉
球
国
旧
記
）
及
び
女
官
糺
奉
行
と
な
り
、

同
年
、
真
和
志
間
切
国
場
の
地
頭
職
と
な
っ
た
。
そ
の
た
め
、『
沖
縄
大
百

科
事
典
』
で
は
、「
国
場
朝
睦
」
の
名
前
で
立
項
さ
れ
て
い
る
。
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七
　
世

九
　
世

八
　
世

五
男
朝
善

長
男
朝
義

三
男
朝
憲

四
男
朝
勝

次
男
朝
睦

朝
盈

六
世
朝
英
四
男

次
女
眞
呉
勢

七
男
朝
備

六
男
朝
重

長
女
眞
蒲
戸

長
男
朝
範

次
女
眞
鶴

長
女
思
龜

六
　
世

七
　
世

朝
京

五
世
朝
雅
五
男

次
男
朝
盛

長
女
眞
嘉
戸

長
男
朝
昌

タ
カ
エ
ス
バ
ル

フ
ク
ジ

七
世

九
世

八
世

三
女
思
龜

長
男
朝
得

次
男
朝
穏

次
女
思
戸

長
女
眞
嘉
戸

朝
盛

五
女
眞
牛

四
女
眞
蒲
戸

長
男
朝
合

次
男
朝
開

タ
カ
エ
ス
バ
ル

三
女
眞
蒲
戸

長
男
朝
廷

次
男
朝
貞

次
女
眞
呉
勢

長
女
眞
伊
奴

朝
章

長
男
朝
保

次
男
朝
康

六
世
朝
英
次
男

三
男
朝
相

四
男
朝
猷

七
世

九
世

八
世

マ
ー
ジ

　
　
ワ
ウ
ケ

ナ
ー
カ

ジ
ャ
ー
ガ
ル

■
太
ワ
ウ
ケ

栄
ノ
川
小

松
ワ
ウ
ケ

泡
瀬

大
和
宇
ケ

三
郎
ワ
ウ
ケ

樽
ワ
ウ
ケ

亀
ワ
ウ
ケ

屋
良
小

大
ワ
ウ
ケ

図　系　世　姓　向 

三
　
世

六
　
世

七
　
世

五
　
世

四
　
世

小
宗
朝
寓

次
男
朝
興

三
男
朝
長

長
男
朝
亮

四
　
世

五
　
世

朝
興

三
女
眞
犬
金

次
女
眞
鍋

長
女
思
戸

四
女
眞
蒲
戸

長
女
眞
松

長
男
朝
芳

四
男
朝
崇

次
女
眞
加
戸

三
男
朝
許

長
女
思
戸

次
女
眞
鶴

次
男
朝
利

元
祖
尚
恭
浦
添
王
子

朝
良
女
浦
添
翁
主
二

代
浦
添
按
司
朝
式
次

男
也

四
女
眞
牛

長
女
思
玉

長
男
朝
雅

三
女
眞
松

次
女
思
戸

五
男
朝
京

四
男
朝
英

長
女
思
戸

長
男
朝
紀

三
世
朝
寓
次
男

六
　
世

七
　
世

朝
英

五
世
朝
雅
四
男

三
男
朝
朗

長
男
朝
寛

次
男
朝
章

長
女
思
玉

四
男
朝
盈

五
男
朝
益
西
ワ
ウ
ケ

大
ワ
ウ
ケ

マ
ー
ジ
ワ
ウ
ケ

大
グ
テ
ー

マ
ー
ジ
ワ
ウ
ケ

和
宇
ケ

福
地

(4)
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向
姓
家
譜

向
姓
家
譜
　
支
流

　
紀
録
紀
録

　
三
世
朝
寓

三
世
朝
寓
　
浦
添
里
之
子
親
雲
上

童
名
眞
蒲
戸
唐
名
向
大
典
行
二
康
熙
十
四
年
乙
卯
十
月
七
日
生

父
尚
恭
浦
添
王
子
朝
良
女
浦
添
翁
主
二
代
浦
添
按
司
朝
式

母
饒
氏
與
那
嶺
掟
親
雲
上
庸
昌
女
思
加
那

室
若
狭
町
村
比
嘉
筑
登
之
女
思
玉
　
生
死
不
伝

長
男
朝
芳

継
室
童
氏
當
銘
筑
登
之
親
雲
上
長
重
女
眞
鍋
　
生
死
不
伝

次
男
朝
興

長
女
眞
松
　
康
熙
四
十
六
年
丁
亥
七
月
十
二
日
生

三
男
朝
許

四
男
朝
崇
　
童
名
眞
牛
唐
名
不
伝
康
熙
五
十
一
年
壬
辰
六
月
二
十
八
日
生
随
栢
堂
長
老
為
出
家

称
祖
屋

次
女
眞
加
戸
　
康
熙
五
十
五
年
丙
申
十
月
五
日
生

尚
貞
王
世
代

康
熙
二
十
九
年
庚
午
十
二
月
二
十
七
日
叙
若
里
之
子

康
熙
三
十
年
辛
未
二
月
十
七
日
結
敧
髻

本
年
十
月
二
日
為
下
庫
理
里
之
子

康
熙
三
十
二
年
癸
酉
十
二
月
二
十
五
日
蒙
　
王
世
孫
尚
益
公
従
薩
州
為
栄
旋
嘉
　

儀
賜
扇
子
一
握
今
箐
紙
一
束

康
熙
三
十
三
年
甲
戌
十
二
月
二
日
為
米
御
倉
筆
者

康
熙
三
十
五
年
丙
子
十
二
月
三
日
叙
黄
冠

康
熙
四
十
六
年
丁
亥
四
月
十
五
日
任
当
職
　
勤
役
三
年

康
熙
四
十
八
年
己
丑
十
一
月
十
六
日
叙
座
敷

尚
益
王
世
代

康
熙
五
十
年
辛
卯
十
月
二
十
三
日
於
那
覇
為
唐
船
勤
番

康
熙
五
十
一
年
壬
辰
四
月
二
十
六
日
為
唐
船
勤
番
航
于
慶
良
間
島

尚
敬
王
世
代

康
熙
五
十
三
年
甲
午
十
二
月
二
十
一
日
為
国
頭
間
切
在
番

康
熙
五
十
八
年
己
亥
八
月
因
　
大
使
宝
舟
貴
臨
本
国
為
掃
清
王
城
奉
行
迄
翌
年

八
　
世

九
　
世

朝
睦

長
男
朝
祺

次
男
朝
全

七
　
世

八
　
世

朝
益

六
世
朝
英
五
男

三
女
眞
松

長
女
思
龜

次
女
眞
牛

長
男
朝
恒

次
男
朝
祐

三
男
朝
安

八
　
世

九
　
世

朝
憲

長
男
朝
甫

次
男
朝
開

長
女
思
龜

八
　
世

九
　
世

朝
貞

長
男
朝
恭

三
良
ヲ
ー
キ

ウ
シ
ヲ
ー
キ

カ
マ
ダ
ー
ヲ
ー
キ

三
男 

朝
度

西
ワ
ウ
ケ 

仲
ノ
ワ
ウ
ケ 
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二
月
勤
為

雍
正
二
年
甲
辰
正
月
十
六
日
任
石
奉
行
職

雍
正
十
一
年
癸
丑
正
月
五
日
為
首
里
横
目

本
年
十
月
十
九
日
為
伊
江
島
帰
唐
船
迎
横
目
同
九
月
八
日
帰
家

雍
正
十
二
年
甲
寅
四
月
十
二
日
為
伊
平
屋
島
帰
唐
船
迎
横
目
同
九
月
八
日
帰
家

雍
正
十
三
年
乙
卯
四
月
三
日
為
国
頭
間
切
辺
野
喜
湊
勤
番
　
此
役
従
此
時
始
　
其

言
如
左

（
原
文
草
書
）

　
　
　
　
覚

国
頭
間
切
樫
木
之
儀
商
売
仕
候
儀
前
々
よ
り
御
法
度
被
仰
付
置
候
処
密
々
切

取
商
売
仕
候
今
通
ニ
而
者
先
様
木
絶
ニ
可
相
成
候
間
左
之
通
七
ヶ
所
之
津
口

江
勤
番
一
人
ツ
ヽ
相
立
御
扶
持
方
米
三
石
雑
石
弐
石
都
合
五
石
完
被
成
下
弐

年
代
被
仰
付
致
勤
番
彼
津
口
出
入
之
船
則
々
相
改
候
ハ
ゞ
密
売
不
罷
成
樫
木

致
盛
生
先
々
御
用
可
相
立
候
間
右
之
通
可
申
付
候
事

　
　
　
卯

　
　
　
　
四
月
三
日

乾
隆
五
年
庚
申
六
月
十
五
日
任
御
番
頭
職

乾
隆
六
年
辛
酉
二
月
五
日
卒
寿
六
十
七
号
寿
仙

　
四
世
朝
芳

四
世
朝
芳
　
浦
添
里
之
子
親
雲
上
雖
不
叙
里
之
子
因
御
模
免
其
位

童
名
眞
牛
唐
名
向
允
譲
行
一
康
熙
三
十
五
年
丙
子
二
月
十
四
日
生

父
朝
寓

母
若
狭
町
村
比
嘉
筑
登
之
女
思
玉

室
那
覇
住
嘉
手
川
掟
親
雲
上
女
思
戸
　
康
熙
三
十
七
年
戊
寅
六
月
十
日
生
乾
隆
十
九

年
甲
戌
十
月
二
十
六
日
死
享
年
五
十
七
号
秀
室

長
女
思
玉
　
康
熙
五
十
八
年
己
亥
九
月
十
三
日
生

次
女
思
戸
　
康
熙
六
十
年
辛
丑
十
月
二
十
三
日
生
乾
隆
三
十
三
年
戊
子
七
月
二
十
三
日
死
享

年
四
十
八
号
妙

長
男
朝
雅

三
女
眞
松
　
雍
正
五
年
丁
未
五
月
七
日
生
乾
隆
三
十
三
年
戊
子
六
月
十
五
日
死
享
年
四
十
二

号
妙
徹

四
女
眞
牛
　
雍
正
七
年
己
酉
十
月
五
日
生

尚
敬
王
世
代

康
熙
五
十
四
年
乙
未
二
月
三
日
結
敧
髻

雍
正
八
年
庚
戌
六
月
十
四
日
叙
黄
冠

雍
正
九
年
辛
亥
二
月
五
日
不
禄
享
年
三
十
六
号
春
岳

　
四
世
朝
興

四
世
朝
興
　
浦
添
里
之
子
親
雲
上

童
名
思
德
唐
名
向
允
執
行
二
康
熙
三
十
九
年
庚
辰
二
月
十
八
日
生

父
朝
寓

母
童
氏
眞
鍋

室
豊
氏
小
渡
親
雲
上
元
易
女
思
戸
　
乾
隆
二
十
二
年
丁
丑
正
月
十
一
日
不
禄
享
年
五
十
七

号
永
林

長
女
思
戸
　
康
熙
五
十
九
年
庚
子
十
二
月
二
十
九
日
生

次
女
眞
鍋
　
雍
正
五
年
丁
未
三
月
二
十
四
日
生

三
女
眞
犬
金
　
雍
正
七
年
己
酉
二
月
八
日
生
同
九
年
辛
亥
二
月
十
一
日
殤
享
年
三

四
女
眞
蒲
戸
　
雍
正
十
三
年
乙
卯
五
月
十
二
日
生

尚
敬
王
世
代

康
熙
五
十
五
年
丙
申
八
月
十
一
日
結
敧
髻

康
熙
六
十
一
年
壬
寅
六
月
十
三
日
叙
若
里
之
子

雍
正
三
年
乙
巳
六
月
五
日
為
米
御
蔵
筆
者

雍
正
六
年
戊
申
七
月
二
十
七
日
為
御
系
図
座
加
勢
同
十
一
月
二
十
七
日
賜
俸
米

四
石
　
此
時
奉
行
尚
氏
恩
納
王
子
朝
直
向
氏
本
部
按
司
朝
隆
翁
氏
渡
久
山
親
方
忠
平
也
中
取
毛
氏
内
間
里
之

子
親
雲
上
安
僓
向
氏
津
嘉
山
親
雲
上
朝
德
向
氏
山
内
親
雲
上
朝
周
同
僚
毛
氏
新
城
里
之
子
親
雲
上
安
山
夏
氏
内

嶺
親
雲
上
賢
光
毛
氏
上
地
里
之
子
親
雲
上
安
平
和
氏
志
堅
原
親
雲
上
景
平
馬
氏
宮
平
里
之
子
親
雲
上
良
安
向
氏

湧
川
里
之
子
親
雲
上
朝
翼
向
氏
嵩
島
里
之
子
親
雲
上
朝
宜
向
氏
瀬
嵩
里
之
子
親
雲
上
朝
経
毛
氏
嵩
原
里
之
子
安

生
毛
氏
糸
満
里
之
子
盛
昭
駱
氏
呉
我
筑
登
之
春
倫
也

　
因
其
書
如
左

（
原
文
草
書
）

　
　
　
　
覚

御
系
図
座
之
儀
諸
士
之
系
禄
仕
次
し
ら
べ
方
数
拾
年
相
滞
候
付
而
者
当
日
中
取

三
人
迄
ニ
而
ハ
急
度
取
し
ら
べ
難
成
万
事
支
罷
成
事
候
依
之
中
取
三
人
之
外
一
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節
し
ら
べ
方
加
勢
拾
弐
人
相
立
仕
次
し
ら
べ
方
相
勤
さ
せ
尤
仕
切
候
間
弐
ヶ

年
御
扶
持
方
四
石
完
被
成
下
度
旨
御
系
図
奉
行
被
申
出
候
此
儀
同
意
ニ
奉
存

候
条
御
扶
持
方
被
申
出
候
通
被
成
下
し
ら
べ
相
済
候
ハ
ゞ
此
中
之
通
中
取
三

人
ニ
可
被
仰
付
候
此
旨
奉
伺
　
上
意
候
以
上

　
　
　
十
一
月
廿
七
日

　
　
右
之
通
及
　
言
上
相
済
候
間
得
其
意
可
被
成
候
以
上

　
　
　
同
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
奥
川
親
雲
上

　
　
　
御
系
図
座

雍
正
七
年
己
酉
六
月
十
五
日
叙
黄
冠

雍
正
十
一
年
癸
丑
八
月
七
日
為
納
殿
筆
者

乾
隆
五
年
庚
申
十
二
月
十
九
日
為
国
頭
間
切
安
波
湊
勤
番

乾
隆
六
年
辛
酉
三
月
四
日
不
禄
享
年
四
十
二
号
妙
雲

　
四
世
朝
許

四
世
朝
許
　
浦
添
子

童
名
眞
三
郎
唐
名
向
允
令
行
三
康
熙
四
十
九
年
庚
寅
正
月
十
二
日
生

父
朝
寓

母
童
氏
眞
鍋

尚
敬
王
世
代

雍
正
八
年
庚
戌
十
二
月
二
十
七
日
結
敧
髻

雍
正
十
三
年
乙
卯
閏
四
月
十
八
日
不
禄
享
年
二
十
六
号
本
然

　
五
世
朝
雅

五
世
朝
雅
　
浦
添
里
之
子
親
雲
上

童
名
思
德
唐
名
向
嗣
孝
行
一
雍
正
二
年
甲
辰
十
二
月
二
十
七
日
生

父
朝
芳

母
那
覇
住
嘉
手
川
掟
親
雲
上
女
思
戸

室
向
氏
具
志
川
里
之
子
親
雲
上
朝
衷
女
思
龜
　
後
離
別

長
男
朝
亮

次
男
朝
利
　
童
名
思
龜
唐
名
向
汝
霖
乾
隆
十
六
年
辛
未
八
月
二
十
二
日
生
同
十
九
年
甲
戌
七

月
四
日
殤
享
年
四

長
女
思
戸
　
乾
隆
十
八
年
癸
酉
十
一
月
二
十
六
日
生
同
十
九
年
甲
戌
十
二
月
二
十
二
日
殤
享
年
二

継
室
泉
崎
村
無
系
大
嶺
筑
登
之
親
雲
上
女
眞
加
戸
　
乾
隆
三
十
八
年
癸
巳
二
月
五
日

死
号
仙
女

次
女
眞
鶴
　
乾
隆
二
十
一
年
丙
子
三
月
五
日
生
同
二
十
二
年
丁
丑
十
二
月
六
日
殤
享
年
二

三
男
朝
長
　
童
名
思
百
歳
唐
名
向
孝
順
乾
隆
二
十
六
年
辛
巳
十
月
二
日
生
同
三
十
二
年
丁
亥

十
二
月
十
日
殤
享
年
七

四
男
朝
英

五
男
朝
京

尚
敬
王
世
代

乾
隆
三
年
戊
午
二
月
五
日
結
敧
髻

尚
穆
王
世
代

乾
隆
十
八
年
癸
酉
八
月
朔
日
因
　
聖
上
元
服
之
大
慶
叙
若
里
之
子

乾
隆
三
十
八
年
癸
巳
十
二
月
朔
日
叙
黄
冠

乾
隆
三
十
九
年
甲
午
四
月
五
日
不
禄
享
年
五
十
一
号
清
雲

　
六
世
朝
亮

六
世
朝
亮
　
和
宇
慶
里
之
子
親
雲
上

童
名
思
龜
　
本
名
思
德
　
唐
名
向
嗣
謹
行
一
乾
隆
十
四
年
己
巳
二
月
六
日
生

父
朝
雅

母
向
氏
思
龜

室
向
氏
照
屋
里
之
子
親
雲
上
朝
成
女
思
武
太

長
男
朝
紀

長
女
思
戸
　
乾
隆
四
十
四
年
己
亥
二
月
二
十
九
日
生

尚
穆
王
世
代

乾
隆
二
十
八
年
癸
未
十
二
月
十
五
日
結
敧
髻

乾
隆
三
十
七
年
壬
辰
十
二
月
朔
日
叙
若
里
之
子

乾
隆
四
十
三
年
戊
戌
六
月
朔
日
為
中
城
御
殿
庫
理
大
屋
子
叙
黄
冠

乾
隆
四
十
五
年
庚
子
二
月
五
日
不
禄
享
年
三
十
二
号
善
心

　
六
世
朝
英

六
世
朝
英

童
名
眞
山
戸
唐
名
向
亨
令
行
四
乾
隆
三
十
二
年
丁
亥
十
二
月
二
十
二
日
生

父
朝
雅
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母
無
系
眞
加
戸

室
呉
氏
屋
慶
名
筑
登
之
親
雲
上
政
成
女
眞
加
戸

長
女
思
玉
　
乾
隆
五
十
五
年
庚
戌
十
月
二
十
四
日
生

継
室
金
氏
城
間
筑
登
之
親
雲
上
正
常
女
眞
伊
奴
金

長
男
朝
寛

次
男
朝
章

三
男
朝
朗

四
男
朝
盈

五
男
朝
益

尚
穆
王
世
代

乾
隆
四
十
六
年
辛
丑
二
月
九
日
結
敧
髻

尚
温
王
世
代

嘉
慶
六
年
辛
酉
十
二
月
朔
日
叙
若
里
之
子

尚
灝
王
世
代

嘉
慶
二
十
四
年
己
卯
十
二
月
二
十
五
日
叙
黄
冠

尚
育
王
世
代

道
光
十
六
年
丙
申
十
二
月
朔
日
為
内
間
御
殿
御
番
叙
当
座
敷

道
光
二
十
二
年
壬
寅
三
月
二
十
八
日
卒
寿
七
十
六
号
寿
岳

　
六
世
朝
京

　
六
世
朝
京

童
名
思
次
良
唐
名
向
孝
念
行
五
乾
隆
三
十
六
年
辛
卯
正
月
朔
日
生

父
朝
雅

母
無
系
眞
加
戸

室
菴
氏
知
念
筑
登
之
親
雲
上
近
善
女
眞
蒲
戸
　
後
離
別

長
男
朝
昌

継
室
薛
氏
渡
慶
次
筑
登
之
親
雲
上
賀
堅
女
眞
嘉
戸
　
道
光
七
年
丁
亥
三
月
十
七
日

不
禄
享
年
五
十
五
号
蘭
貞

次
男
朝
盛

長
女
眞
嘉
戸
　
嘉
慶
十
八
年
癸
酉
十
二
月
二
十
五
日
生

尚
穆
王
世
代

乾
隆
五
十
年
乙
巳
八
月
八
日
結
敧
髻

尚
灝
王
世
代

道
光
二
年
壬
午
十
二
月
朔
日
叙
若
里
之
子

道
光
十
七
年
丁
酉
十
月
六
日
死
寿
六
十
七
号
安
心

　
七
世
朝
紀

七
世
朝
紀

童
名
眞
牛
唐
名
向
永
昌
行
一
乾
隆
四
十
一
年
丙
申
七
月
二
十
三
日
生

父
朝
亮

母
向
氏
思
武
太

室
池
氏
與
那
覇
筑
登
之
親
雲
上
康
昆
女
眞
鶴
　
道
光
六
年
丙
戌
七
月
十
日
不
禄
享
年

三
十
七
号
秋
月

長
男
朝
久

尚
穆
王
世
代

　
　
乾
隆
五
十
五
年
庚
戌
二
月
三
日
結
敧
髻

　
　
道
光
二
十
二
年
壬
寅
十
二
月
二
十
四
日
不
禄
寿
六
十
七
号
慈
雲

　
七
世
朝
寛

七
世
朝
寛

童
名
眞
牛
唐
名
向
善
述
行
一
嘉
慶
元
年
丙
辰
九
月
二
十
九
日
生

父
朝
英

母
金
氏
眞
伊
奴
金

尚
灝
王
世
代

嘉
慶
十
五
年
庚
午
二
月
九
日
結
敧
髻

嘉
慶
二
十
四
年
乙
卯
十
二
月
二
十
五
日
叙
若
里
之
子

道
光
六
年
丙
戌
十
二
月
朔
日
叙
黄
冠

道
光
二
十
一
年
辛
丑
三
月
朔
日
不
禄
享
年
四
十
六
号
桃
岩

　
七
世
朝
章

七
世
朝
章

童
名
眞
三
良
唐
名
向
善
達
行
二
嘉
慶
九
年
甲
子
八
月
十
二
日
生

父
朝
英

母
金
氏
眞
伊
奴
金

室
東
氏
奥
間
里
之
子
親
雲
上
政
保
女
眞
蒲
戸

長
男
朝
廷

(8)
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長
女
眞
伊
奴
　
道
光
十
五
年
乙
未
二
月
二
十
日
生

次
男
朝
貞

次
女
眞
呉
勢
　
道
光
十
六
年
丙
申
八
月
二
十
五
日
生

三
女
眞
蒲
戸
　
道
光
三
十
年
庚
戌
三
月
十
七
日
生

尚
灝
王
世
代

嘉
慶
二
十
三
年
戊
寅
八
月
十
日
結
敧
髻

道
光
六
年
丙
戌
十
二
月
朔
日
叙
若
里
之
子

同
治
十
年
辛
未
九
月
十
九
日
不
禄
寿
六
十
八
号
心
岩

　
七
世
朝
朗

七
世
朝
朗

童
名
眞
蒲
戸
唐
名
向
善
秀
行
三
嘉
慶
十
五
年
庚
午
十
二
月
二
十
日
生

父
朝
英

母
金
氏
眞
伊
奴
金

尚
灝
王
世
代

道
光
四
年
甲
申
二
月
三
日
結
敧
髻

道
光
六
年
丙
戌
十
月
二
十
日
不
禄
享
年
十
七
号
清
山

　
七
世
朝
盈

七
世
朝
盈

童
名
小
樽
金
唐
名
向
善
茂
行
四
嘉
慶
二
十
四
年
己
卯
八
月
十
六
日
生

父
朝
英

母
金
氏
眞
伊
奴
金

室
向
氏
屋
良
里
之
子
親
雲
上
朝
實
女
思
龜

長
男
朝
義

次
男
朝
睦

三
男
朝
憲

四
男
朝
勝

五
男
朝
善

六
男
朝
重

七
男
朝
備

長
女
眞
蒲
戸
　
咸
豊
六
年
丙
辰
五
月
十
日
生

次
女
眞
呉
勢
　
咸
豊
八
年
戌
午
十
月
四
日
生

尚
灝
王
世
代

道
光
十
三
年
癸
巳
三
月
十
日
結
敧
髻

尚
泰
王
世
代

同
治
十
三
年
甲
戌
十
二
月
朔
日
叙
若
里
之
子

　
七
世
朝
益

七
世
朝
益

童
名
樽
金
唐
名
向
善
盛
行
五
嘉
慶
二
十
五
年
庚
辰
八
月
二
十
七
日
生

父
朝
英

母
金
氏
眞
伊
奴
金

室
保
氏
伊
良
波
筑
登
之
親
雲
上
近
丈
女
眞
牛

長
男
朝
恒

長
女
思
龜
　
道
光
十
六
年
丙
申
十
二
月
七
日
生

次
女
眞
牛
　
道
光
十
九
年
己
亥
七
月
二
十
日
生

三
女
眞
松
　
道
光
二
十
二
年
壬
寅
二
月
十
日
生

次
男
朝
祐

三
男
朝
安

尚
灝
王
世
代

道
光
十
四
年
甲
午
八
月
十
日
結
敧
髻

尚
泰
王
世
代

同
治
十
三
年
甲
戌
十
二
月
朔
日
叙
若
里
之
子

　
七
世
朝
昌

七
世
朝
昌

童
名
眞
牛
唐
名
向
昌
規
行
一
嘉
慶
九
年
甲
子
四
月
十
四
日
生

父
朝
京

母
菴
氏
眞
蒲
戸

尚
灝
王
世
代

嘉
慶
二
十
三
年
戊
寅
五
月
五
日
結
敧
髻

道
光
七
年
丁
亥
二
月
二
日
不
禄
享
年
二
十
四
号
春
林

　
七
世
朝
盛

七
世
朝
盛

童
名
樽
金
唐
名
向
昌
模
行
二
嘉
慶
十
八
年
癸
酉
十
二
月
二
十
五
日
生
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父
朝
京

母
薛
氏
眞
嘉
戸

室
池
氏
金
城
筑
登
之
親
雲
上
睦
英
女
思
龜

長
男
朝
得

長
女
眞
嘉
戸
　
道
光
十
九
年
己
亥
五
月
十
四
日
生

次
男
朝
穏

次
女
思
戸
　
道
光
二
十
七
年
丁
未
五
月
二
十
六
日
生

三
女
思
龜
　
道
光
二
十
九
年
己
酉
十
月
五
日
生

四
女
眞
蒲
戸
　
咸
豊
元
年
辛
亥
十
二
月
二
十
八
日
生

五
女
眞
牛
　
咸
豊
四
年
甲
寅
七
月
十
八
日
生

尚
灝
王
世
代

道
光
七
年
丁
亥
二
月
五
日
結
敧
髻

　
八
世
朝
義

八
世
朝
義

童
名
眞
蒲
戸
唐
名
向
居
仁
行
一
道
光
十
六
年
丙
申
十
月
五
日
生

父
朝
盈

母
向
氏
思
龜

室
李
氏
當
銘
筑
登
之
親
雲
上
由
安
女
思
龜

長
女
思
龜
　
同
治
元
年
壬
戌
十
一
月
六
日
生

長
男
朝
範

次
女
眞
鶴
　
同
治
七
年
戊
辰
十
二
月
十
日
生

尚
泰
王
世
代

道
光
三
十
年
庚
戌
八
月
十
日
結
敧
髻

同
治
十
三
年
甲
戌
十
二
月
朔
日
叙
若
里
之
子

　
八
世
朝
睦

八
世
朝
睦

童
名
眞
牛
唐
名
向
居
義
行
二
道
光
十
八
年
戊
戌
十
一
月
二
十
八
日
生

父
朝
盈

母
向
氏
思
龜

室
向
氏
豊
濱
里
之
子
親
雲
上
朝
雅
女
眞
嘉
戸

長
男
朝
祺

次
男
朝
全

尚
泰
王
世
代

咸
豊
二
年
壬
子
八
月
十
日
結
敧
髻

同
治
十
三
年
甲
戌
十
二
月
朔
日
叙
若
里
之
子

　
八
世
朝
得

八
世
朝
得

童
名
樽
金
唐
名
向
有
光
行
一
道
光
二
十
一
年
辛
丑
九
月
十
一
日
生

父
朝
盛

母
池
氏
思
龜

室
毛
氏
崎
原
里
之
子
親
雲
上
盛
存
女
眞
鶴

長
男
朝
合

次
男
朝
開

尚
泰
王
世
代

咸
豊
五
年
乙
卯
八
月
十
五
日
結
敧
髻

同
治
十
三
年
甲
戌
十
二
月
朔
日
叙
若
里
之
子

　
八
世
朝
延

八
世
朝
延

童
名
眞
蒲
戸
唐
名
向
文
鳳
行
一
道
光
十
五
年
乙
未
二
月
二
十
日
生

父
朝
章

母
東
氏
眞
蒲
戸

室
和
氏
高
原
里
之
子
親
雲
上
景
英
女
思
鶴

長
男
朝
保

次
男
朝
康

三
男
朝
相

四
男
朝
猷

尚
育
王
世
代

道
光
二
十
九
年
己
酉
八
月
十
日
結
敧
髻

尚
泰
王
世
代

同
治
十
三
年
甲
戌
十
二
月
朔
日
叙
若
里
之
子

　
八
世
朝
貞

八
世
朝
貞
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童
名
松
金
唐
名
向
文
龍
行
二
道
光
二
十
一
年
辛
丑
九
月
十
三
日
生

父
朝
章

母
東
氏
眞
蒲
戸

室
東
氏
奥
間
子
政
夫
女
眞
呉
勢

長
男
朝
恭

尚
育
王
世
代

咸
豊
五
年
乙
卯
八
月
十
五
日
結
敧
髻

尚
泰
王
世
代

同
治
十
三
年
甲
戌
十
二
月
朔
日
叙
若
里
之
子

　
八
世
朝
恒

八
世
朝
恒

童
名
眞
蒲
戸
唐
名
向
宏
業
行
一
道
光
二
十
四
年
甲
辰
十
一
月
十
二
日
生

父
朝
益

母
保
氏
眞
牛

尚
泰
王
世
代

咸
豊
八
年
戊
午
八
月
十
日
結
敧
髻

同
治
十
三
年
甲
戌
十
二
月
朔
日
叙
若
里
之
子

　
八
世
朝
憲

八
世
朝
憲

童
名
眞
三
良
唐
名
向
居
禮
行
三
道
光
二
十
四
年
甲
辰
十
一
月
十
日
生

父
朝
盈

母
向
氏
思
龜

室
夏
氏
兼
城
里
之
子
親
雲
上
賢
睦
女
松
金

長
男
朝
甫

次
男
朝
開

長
女
思
龜
　
同
治
十
一
年
壬
申
三
月
二
十
三
日
生

尚
泰
王
世
代

咸
豊
八
年
戊
午
八
月
十
日
結
敧
髻

同
治
十
三
年
甲
戌
十
二
月
朔
日
叙
若
里
之
子

　
九
世
朝
合

九
世
朝
合

童
名
樽
金
唐
名
向
廷
基
行
一
同
治
八
年
己
巳
正
月
二
十
日
生

父
朝
得

母
毛
氏
眞
鶴

　
九
世
朝
開

九
世
朝
開

童
名
眞
三
良
唐
名
向
有
昌
行
二
同
治
十
一
年
壬
申
四
月
二
日
生

父
朝
得

母
毛
氏
眞
鶴

　
　
四
男
　
年
（
後
記
）

勝
連
按
司
長
男
　
朝
式
（
後
記
）

尚
泰
王
世
代

咸
豊
七
年
丁
巳
八
月
十
日
結
敧
髻

同
治
十
三
年
甲
戌
十
二
月
朔
日
叙
若
里
之
子

　
八
世
朝
久

八
世
朝
久

童
名
眞
牛
唐
名
向
得
位
行
一
嘉
慶
二
十
四
年
己
卯
五
月
十
六
日
生

父
朝
紀

母
池
氏
眞
鶴

室
向
氏
羽
地
里
之
子
親
雲
上
朝
知
女
眞
鶴

長
女
眞
鶴
　
道
光
二
十
五
年
乙
巳
六
月
十
三
日
生

長
男
朝
董

次
女
思
龜
　
咸
豊
十
年
庚
申
二
月
七
日
生

尚
育
王
世
代

道
光
十
三
年
癸
巳
八
月
十
日
結
敧
髻

尚
泰
王
世
代

同
治
十
三
年
甲
戌
十
二
月
朔
日
叙
若
里
之
子

　
九
世
朝
董

九
世
朝
董

童
名
松
金
唐
名
向
儒
郷
行
一
咸
豊
三
年
癸
丑
八
月
十
二
日
生

父
朝
久

母
向
氏
眞
鶴
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尚
泰
王
世
代

同
治
七
年
戊
辰
十
二
月
十
五
日
結
敧
髻

　
九
世
朝
保

九
世
朝
保

童
名
眞
三
良
唐
名
向
德
英
行
一
咸
豊
七
年
丁
巳
十
一
月
十
七
日
生

父
朝
廷

母
和
氏
思
鶴

尚
泰
王
世
代

同
治
十
年
辛
未
八
月
十
日
結
敧
髻

　
九
世
朝
康

九
世
朝
康

童
名
松
金
唐
名
向
德
雄
行
二
咸
豊
八
年
戊
午
十
月
二
日
生

父
朝
廷

母
和
氏
思
鶴

尚
泰
王
世
代

同
治
十
一
年
壬
申
二
月
八
日
結
敧
髻

　
九
世
朝
相

九
世
朝
相

童
名
眞
牛
唐
名
向
德
俊
行
三
咸
豊
十
年
庚
申
十
月
七
日
生

父
朝
廷

母
和
氏
思
鶴

尚
泰
王
世
代

同
治
十
三
年
甲
戌
八
月
七
日
結
敧
髻

　
九
世
朝
猷

九
世
朝
猷

童
名
眞
蒲
戸
唐
名
向
德
傑
行
四
同
治
四
年
乙
丑
正
月
十
八
日
生

父
朝
廷

母
和
氏
思
鶴

　
九
世
朝
恭

九
世
朝
恭

童
名
眞
三
良
唐
名
向
正
倫
行
一
咸
豊
九
年
己
未
正
月
五
日
生

父
朝
貞

母
東
氏
眞
呉
勢

尚
泰
王
世
代

同
治
十
三
年
甲
戌
八
月
七
日
結
敧
髻

　
九
世
朝
範

九
世
朝
範

童
名
小
樽
金
唐
名
向
士
賢
行
一
同
治
四
年
乙
丑
正
月
二
日
生

父
朝
義

母
李
氏
思
龜

　
九
世
朝
祺

九
世
朝
祺

童
名
眞
牛
唐
名
向
鴻
齢
行
一
同
治
三
年
甲
子
九
月
二
十
日
生

父
朝
睦

母
向
氏
眞
嘉
戸

　
九
世
朝
全

九
世
朝
全

童
名
小
樽
金
唐
名
向
鴻
鳳
行
二
同
治
七
年
戊
辰
十
二
月
十
四
日
生

父
朝
睦

母
向
氏
眞
嘉
戸

　
九
世
朝
甫

九
世
朝
甫

童
名
小
樽
金
唐
名
向
延
勤
行
一
同
治
三
年
甲
子
九
月
十
日
生

父
朝
憲

母
夏
氏
松
金

　
九
世
朝
開

九
世
朝
開

童
名
眞
蒲
戸
唐
名
向
延
棟
行
二
同
治
七
年
戊
辰
十
二
月
二
十
日
生

父
朝
憲

母
夏
氏
松
金

　
八
世
朝
祐

八
世
朝
祐
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童
名
松
金
唐
名
向
宏
勤
行
二
咸
豊
元
年
辛
亥
正
月
二
十
五
日
生

父
朝
益

母
保
氏
眞
牛

尚
泰
王
世
代

同
治
五
年
丙
寅
十
二
月
二
十
五
日
結
敧
髻

　
八
世
朝
安

八
世
朝
安

童
名
眞
蒲
戸
唐
名
向
宏
達
行
三
咸
豊
八
年
戊
午
四
月
七
日
生

西
の
和
宇
ケ
（
後
記
）

父
朝
益

母
保
氏
眞
牛

尚
泰
王
世
代

同
治
十
一
年
壬
申
二
月
八
日
結
敧
髻

　
　
　
松
和
宇
ケ
（
後
記
）

　
八
世
朝
勝

八
世
朝
勝

童
名
樽
金
唐
名
向
居
智
行
四
道
光
二
十
七
年
丁
未
十
一
月
十
二
日
生

父
朝
盈

母
向
氏
思
龜

尚
泰
王
世
代

咸
豊
十
一
年
辛
酉
三
月
十
日
結
敧
髻

同
治
十
三
年
甲
戌
十
二
月
朔
日
叙
若
里
之
子

　
　
　
樽
和
宇
ケ
（
後
記
）

　
八
世
朝
善

八
世
朝
善

童
名
松
金
唐
名
向
居
信
行
五
道
光
三
十
年
庚
戌
十
一
月
二
十
九
日
生

父
朝
盈

母
向
氏
思
龜

尚
泰
王
世
代

同
治
四
年
乙
丑
八
月
十
日
結
敧
髻

　
次
太
和
宇
ケ
（
後
記
）

　
八
世
朝
重

八
世
朝
重

童
名
小
樽
金
唐
名
向
居
爵
行
六
咸
豊
三
年
癸
丑
八
月
二
十
一
日
生

父
朝
盈

母
向
氏
思
龜

尚
泰
王
世
代

同
治
七
年
戊
辰
十
二
月
八
日
結
敧
髻

　
　
　
亀
和
宇
ケ
（
後
記
）

　
八
世
朝
備

八
世
朝
備

童
名
思
龜
唐
名
向
居
烈
行
七
咸
豊
四
年
甲
寅
十
二
月
五
日
生

父
朝
盈

母
向
氏
思
龜

尚
泰
王
世
代

同
治
七
年
戊
辰
八
月
十
日
結
敧
髻

　
八
世
朝
穏

八
世
朝
穏

童
名
眞
三
良
唐
名
向
有
輝
行
二
道
光
二
十
三
年
癸
卯
七
月
十
八
日
生

父
朝
盛

母
池
氏
思
龜
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